
サントリーは、環境保全活動の効果

を定量的に評価するツールの一つと

して、環境省「環境会計ガイドライン

（2005年版）」に準拠した環境会計を

開示しています。

2005年度は、排水処理および省水対

策などで環境投資額が若干増加しま

したが、環境費用額については過年度

に実施した設備投資の償却が完了し

たため減少しました。

経済効果については、新たに稼動した

コジェネレーションシステムにより燃

料消費量が増加したものの、電気の削

減につながりました。

今後は、集計対象の見直しや開示方法

の工夫を検討していく予定です。

「JEPIX」で環境効率を評価

サントリー全工場の2000年度から

2005年度までの環境効率の推移を

JEPIX※を利用して評価しました。

その結果、工場新設などが影響した

2003年度を除き、2000〜2005年

度は改善傾向が認められています。
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項目 単位 2004年度 2005年度
原単位べースでの
対前年度削減効果
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公害防止コスト
●水質汚濁防止・大気汚染防止　他

地球環境保全コスト
●CO2回収　●省エネルギー　●コジェネレーション
●嫌気処理　他

資源循環コスト
●再循環による節水　●汚泥減量化　●廃棄物再資源化　他

計

上・下流コスト
●容器包装の再資源化委託料　●環境対応容器包装対策　他

管理活動コスト
●社会教育、EMS構築　●CSRレポート、展示会
●天然水の森　他

研究開発コスト
●廃棄物情報システム　他

社会活動コスト
●緑化、愛鳥活動　他

環境損傷対応コスト
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（注）1 投資額： 投資目的の50%以上が環境保全を目的としたものは全額環境投資とみなしました(検収ベース)。

2 償却費： 投資の50%以上が環境保全を目的としたものを過去5年間さかのぼり一律10年間の定率償却とし
ました。

3 直接把握が可能な管理活動・社会活動・研究活動の費用は原則として全額を直接把握しました。直接把握が困難
な費用については、工程別に過去の実績調査に基づいた比率で按分・配賦しました。

リサイクル（副産物売却）収入

省エネルギーによる費用削減額
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エコポイント（億）総合的環境影響度を示す指標
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サントリー単体の環境保全コスト（対象期間：2005年1月1日〜12月31日） （百万円）

サントリー単体の環境保全効果（対象期間：2005年1月1日〜12月31日）

（注） 本年度から「CO2排出量削減」は「地球環境保全」に、「水資源使用量削減」は「資源循環」の項目にしています。

グループ会社の環境保全コスト
(国内主要25社)

377 2,612

環境投資額
2004年度

環境費用額

17 2,500

環境投資額
2005年度

環境費用額

（百万円）

サントリー単体の経済効果 （百万円）

（注） 経済効果は、実際の金額で把握可能な項目（リサ
イクル収入、省エネルギーによる費用削減、廃棄
物処理費用削減）に限定しました。

（注） 2004年度に発生した公害防止コスト（排水）関連
投資が一巡し、2005年度の環境投資額は減少し
ています。

環境効率の推移

環境会計の開示

2005年度の評価と分析

※ JEPIX（Japan Environmental Policy 
Index：日本における環境政策優先度指数）
各種環境負荷のそれぞれに重み付けを行い
単一評価指数として評価する手法です。「文部
科学省21世紀COEプロジェクト（国際基督
教大学）」の一環としてJEPIX指標実践のため
に開催されたJEPIXフォーラムに2003年か
ら参画しています。

実績と評価

実
績
と
評
価

環境会計

環
境
会
計

環境経営を推進するために、
環境保全に要したコストとその効果を算出・検証しています
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● 本社・お台場オフィス・九州熊本工場
でのISO14001認証を取得

● 国内グループ各社でのEMSレベル
アップ

● エコプロダクツの継続的な開発
（容器包装における3R推進）

● ユーティリティ原単位：
各工場前年度比1%以上削減★

● 用水削減研究継続★
● CO2排出原単位：
各工場前年度比1%以上削減★

（燃料転換による改善を除く削減
目標）

● 燃料転換によるCO2削減推進★

● 国内主要グループ会社での実施
● ネット購買システム導入社数拡大
● グリーン購入ガイドラインの改定

● 工場廃棄物・副産物再資源化率
100%の維持★

● 本社・お台場オフィスでの再資源化率
1％改善★

● 外食グループ会社での食品廃棄物再
生利用等実施率20%以上達成とさら
なる推進

● 効率的・実効的容器リサイクル
システムの構築推進

● 社会・環境活動情報の積極的開示

● 地域と連携した水源保全活動の拡大
● お客様向け環境情報提供・
次世代向け環境教育の実施

● 海外事業所を含むサントリーグループ全体での
環境マネジメントシステム稼動・環境経営度向上

● 容器対応を中心としたエコプロダクツ開発を継続的に推進

● 海外を含む全事業所で実施

● 工場廃棄物・副産物再資源化率100%の維持★
● 本社・お台場オフィスの廃棄物再資源化率100%の達成・維持★
● 食品廃棄物再生利用等実施率20%以上の達成・さらなる推進

● 効率的・実効的な容器リサイクルシステムの構築推進

● 社会・環境活動情報の積極的開示

● 地域と連携し、地球環境保全の活動を多面的に展開

2006年度目標 中期目標（2008年度） 2003年12月改定

ユーティリティ原単位※

燃料
2003年度比5.6%削減★　　　

（1990年度比では56%削減）

電気
2003年度比8.1%削減★

（1990年度比では46%削減）

用水
2003年度比5.5%削減★

（1990年度比では46%削減）

1.環境マネジメント
システム構築

● 本社・お台場オフィスでのISO14001
認証取得に向けての活動開始

● グループ会社における環境
e-ラーニング展開

P.45〜47
P.67

● エコプロダクツの継続的開発（容器
軽量化・リサイクル容易化の推進）

● ユーティリティ原単位：
各工場前年度比1％以上削減★

● 用水原単位のさらなる削減への研究★
● CO2排出原単位：
各工場前年度比1％以上削減

（燃料転換による改善を除く目標）★
● 燃料転換によるCO2削減推進★

● 国内主要グループ会社・
海外事業所での実施

● 工場廃棄物・副産物再資源化率
100%の維持★

● 本社・お台場オフィスの
廃棄物再資源化率2％改善★

● 食品廃棄物再生利用等実施率
20%以上（2005年10月段階での
単月達成）

● 効率的・実効的な容器リサイクル
システムの構築推進

● 社会・環境活動情報の
積極的開示

● 地域と連携した水源保全活動の拡大
● 次世代教育の推進強化
（「森と水の学校」
「エコキッズノート」の活用）

● 国内グループ会社4社であらたにISO14001の認証を取得
● 本社・お台場オフィスの2006年度認証取得に向けた部署を環境部内に設置
● 国内グループ会社中32社、1,696名が環境e-ラーニングを受講、内1,527名が修了
（修了率90%）

● 2005年度PETボトル軽量化比率 76%（2004年度は61%）
サントリーのPETボトルの本数の４分の3以上が軽量ボトルとなりました

● 食品2工場でPETボトル自社成型（インプラント）を開始し、輸送時の環境負荷を低減

● 原単位前年度比
燃料：8%増加（90年度対比52%削減）★
電気：1%削減（90年度比45%削減）★
用水：増減なし（90年度比45%削減）★

● CO2排出原単位前年度比：1%増加（90年度比53%削減）★

● 事務用品におけるグリーン商品購入金額比率 85%
● 事務用品におけるグリーン商品登録比率 83%
● ネット購買システム導入グループ会社拡大社数 4社（計28社）

● 工場での再資源化率 100.0%を維持★
● 工場・研究所計25 ヶ所を対象に「廃棄物適正処理検討会」を実施　
● 本社・お台場オフィスでの再資源化率 97%（前年度比2%改善）★
● 外食グループ会社での、10月時点食品廃棄物再生利用率20%の目標未達成

● 容器包装の各素材別リサイクル促進団体に加入し、
市場でのリサイクルシステム高度化を推進

● 「サントリー CSRレポート2005」を発行
● 第9回環境報告書賞「サステナビリティ報告書賞」(主催：東洋経済新報社 グリーンリ
ポーティング・フォーラム)にて優秀賞受賞

● 「エコプロダクツ2005」に出展、昨年に引き続き次世代教育を主眼とした
ブース作りを行い、1万人を上回る皆様にご見学いただくことができました

● 多様なステークホルダーの方 と々ダイアローグを実施

● 和歌山県「湯の峰」、長野県「塩尻」にて地域連携の森作り制度に参加
「天然水の森」（サントリーの森林保全活動推進地域）は合計8 ヶ所となる
● 大阪府・京都府「天王山」、京都府「西山」で自治体、NPO、学識経験者、地域の皆さんと
森林整備の協議会を設立し、保全計画に則り整備活動を開始

● 全国各地の「天然水の森」など5 ヵ所で、従業員およびその家族約250名、
地域ボランティアの方110名が参加し、枝打ち等の森林保全活動を実施

● 九州熊本工場が第19回「肥後の水資源愛護賞」（主催：（財）肥後の水資源愛護基金、熊
本日日新聞社・熊本県）を受賞

● 2005年度「森と水の学校」参加者約1,400名
（開校以来累計3,000名のこどもたちと保護者の皆様にご参加いただいています）
● 「エコキッズノート」9万部を全国の小学校を中心に配布。第5回「消費者教育教材資料
表彰」（主催：（財）消費者教育支援センター）にて印刷部門「優秀賞」を受賞

2.エコプロダクツ
開発

4.グリーン購入

5.廃棄物の減量化･
再資源化

6.容器リサイクル

7.環境
コミュニケーション

8.社会的活動

3.省資源･
省エネルギー・
地球温暖化防止

重点推進課題 2005年度目標 2005年度実績 評価

CO2排出原単位
2003年度比11.9%削減★

（1990年度比では57%削減）

原単位（ℓ/kℓ）

1990 2003 2005 2008

67.5

32.431.4 29.6

1990 2003 2005 2008

1990 2003 2005 2008

1990 2003 2005 2008

原単位（kWh/kℓ）

172.2

101.7 93.495.5

原単位（kg/kℓ）

223.4

109.9
96.8

105.3

原単位(m3/kℓ）

13.5

7.6 7.27.4

P.57〜58

P.51〜56

P.61〜62

P.53〜54
P.64

P.59〜60

P.68

P.65〜68

掲載ぺージ

2005年度の活動を振り返って
2005年度は、CO2排出量の削減を重点推進課題として位置付け、ビール工場でのコジェネレーションシステムの拡大などに取り組み
ましたが、食品工場での生産量増加、PETボトルの自社成型（インプラント）稼動による燃料・電力の増加が主要因となり、全体での
CO2排出量は原単位で前年比1％増、総量で2％増となりました。
2006年度以降は、中期（2008年度）計画として決定された、京都議定書において事業者に求められるCO2排出総量の削減目標達成
に向け、各生産工場での燃料転換をはじめとする設備投資・対策を、計画に基づき確実に推進してまいります。

取締役 環境部担当 小嶋 幸次

※ 目標・実績はグループ全体。ただし、★はサントリー単体の目標・実績  ●原単位とは製造1kℓあたりの購入量・使用量・排出量を表す

実績と評価

2005年度の実績・評価
2008年度の中期目標達成に向けて、
単年度ごとに実績評価を行い、次年度の活動計画につなげています
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サントリーの環境活動は「ecoship」
サントリーでは環境に対する取り組みを「エコシップ」と
名付けて活動しています。
エコ+シップ。「エコの気持ち」ですべての活動を行ってい
きたい。緑の地球に「e・c・o」で目と鼻を描いたマークとと
もに、すべての活動に「エコシップ」を貫いていきます。

● 本社・お台場オフィス・九州熊本工場
でのISO14001認証を取得

● 国内グループ各社でのEMSレベル
アップ

● エコプロダクツの継続的な開発
（容器包装における3R推進）

● ユーティリティ原単位：
各工場前年度比1%以上削減★

● 用水削減研究継続★
● CO2排出原単位：
各工場前年度比1%以上削減★

（燃料転換による改善を除く削減
目標）

● 燃料転換によるCO2削減推進★

● 国内主要グループ会社での実施
● ネット購買システム導入社数拡大
● グリーン購入ガイドラインの改定

● 工場廃棄物・副産物再資源化率
100%の維持★

● 本社・お台場オフィスでの再資源化率
1％改善★

● 外食グループ会社での食品廃棄物再
生利用等実施率20%以上達成とさら
なる推進

● 効率的・実効的容器リサイクル
システムの構築推進

● 社会・環境活動情報の積極的開示

● 地域と連携した水源保全活動の拡大
● お客様向け環境情報提供・
次世代向け環境教育の実施

● 海外事業所を含むサントリーグループ全体での
環境マネジメントシステム稼動・環境経営度向上

● 容器対応を中心としたエコプロダクツ開発を継続的に推進

● 海外を含む全事業所で実施

● 工場廃棄物・副産物再資源化率100%の維持★
● 本社・お台場オフィスの廃棄物再資源化率100%の達成・維持★
● 食品廃棄物再生利用等実施率20%以上の達成・さらなる推進

● 効率的・実効的な容器リサイクルシステムの構築推進

● 社会・環境活動情報の積極的開示

● 地域と連携し、地球環境保全の活動を多面的に展開

2006年度目標 中期目標（2008年度） 2003年12月改定

ユーティリティ原単位※

燃料
2003年度比5.6%削減★　　　

（1990年度比では56%削減）

電気
2003年度比8.1%削減★

（1990年度比では46%削減）

用水
2003年度比5.5%削減★

（1990年度比では46%削減）

1.環境マネジメント
システム構築

● 本社・お台場オフィスでのISO14001
認証取得に向けての活動開始

● グループ会社における環境
e-ラーニング展開

P.45〜47
P.67

● エコプロダクツの継続的開発（容器
軽量化・リサイクル容易化の推進）

● ユーティリティ原単位：
各工場前年度比1％以上削減★

● 用水原単位のさらなる削減への研究★
● CO2排出原単位：
各工場前年度比1％以上削減

（燃料転換による改善を除く目標）★
● 燃料転換によるCO2削減推進★

● 国内主要グループ会社・
海外事業所での実施

● 工場廃棄物・副産物再資源化率
100%の維持★

● 本社・お台場オフィスの
廃棄物再資源化率2％改善★

● 食品廃棄物再生利用等実施率
20%以上（2005年10月段階での
単月達成）

● 効率的・実効的な容器リサイクル
システムの構築推進

● 社会・環境活動情報の
積極的開示

● 地域と連携した水源保全活動の拡大
● 次世代教育の推進強化
（「森と水の学校」
「エコキッズノート」の活用）

● 国内グループ会社4社であらたにISO14001の認証を取得
● 本社・お台場オフィスの2006年度認証取得に向けた部署を環境部内に設置
● 国内グループ会社中32社、1,696名が環境e-ラーニングを受講、内1,527名が修了
（修了率90%）

● 2005年度PETボトル軽量化比率 76%（2004年度は61%）
サントリーのPETボトルの本数の４分の3以上が軽量ボトルとなりました

● 食品2工場でPETボトル自社成型（インプラント）を開始し、輸送時の環境負荷を低減

● 原単位前年度比
燃料：8%増加（90年度対比52%削減）★
電気：1%削減（90年度比45%削減）★
用水：増減なし（90年度比45%削減）★

● CO2排出原単位前年度比：1%増加（90年度比53%削減）★

● 事務用品におけるグリーン商品購入金額比率 85%
● 事務用品におけるグリーン商品登録比率 83%
● ネット購買システム導入グループ会社拡大社数 4社（計28社）

● 工場での再資源化率 100.0%を維持★
● 工場・研究所計25 ヶ所を対象に「廃棄物適正処理検討会」を実施　
● 本社・お台場オフィスでの再資源化率 97%（前年度比2%改善）★
● 外食グループ会社での、10月時点食品廃棄物再生利用率20%の目標未達成

● 容器包装の各素材別リサイクル促進団体に加入し、
市場でのリサイクルシステム高度化を推進

● 「サントリー CSRレポート2005」を発行
● 第9回環境報告書賞「サステナビリティ報告書賞」(主催：東洋経済新報社 グリーンリ
ポーティング・フォーラム)にて優秀賞受賞

● 「エコプロダクツ2005」に出展、昨年に引き続き次世代教育を主眼とした
ブース作りを行い、1万人を上回る皆様にご見学いただくことができました

● 多様なステークホルダーの方 と々ダイアローグを実施

● 和歌山県「湯の峰」、長野県「塩尻」にて地域連携の森作り制度に参加
「天然水の森」（サントリーの森林保全活動推進地域）は合計8 ヶ所となる
● 大阪府・京都府「天王山」、京都府「西山」で自治体、NPO、学識経験者、地域の皆さんと
森林整備の協議会を設立し、保全計画に則り整備活動を開始

● 全国各地の「天然水の森」など5 ヵ所で、従業員およびその家族約250名、
地域ボランティアの方110名が参加し、枝打ち等の森林保全活動を実施

● 九州熊本工場が第19回「肥後の水資源愛護賞」（主催：（財）肥後の水資源愛護基金、熊
本日日新聞社・熊本県）を受賞

● 2005年度「森と水の学校」参加者約1,400名
（開校以来累計3,000名のこどもたちと保護者の皆様にご参加いただいています）
● 「エコキッズノート」9万部を全国の小学校を中心に配布。第5回「消費者教育教材資料
表彰」（主催：（財）消費者教育支援センター）にて印刷部門「優秀賞」を受賞

2.エコプロダクツ
開発

4.グリーン購入

5.廃棄物の減量化･
再資源化

6.容器リサイクル

7.環境
コミュニケーション

8.社会的活動

3.省資源･
省エネルギー・
地球温暖化防止

重点推進課題 2005年度目標 2005年度実績 評価

CO2排出原単位
2003年度比11.9%削減★

（1990年度比では57%削減）

原単位（ℓ/kℓ）

1990 2003 2005 2008

67.5

32.431.4 29.6

1990 2003 2005 2008

1990 2003 2005 2008

1990 2003 2005 2008

原単位（kWh/kℓ）

172.2

101.7 93.495.5

原単位（kg/kℓ）

223.4

109.9
96.8

105.3

原単位(m3/kℓ）

13.5

7.6 7.27.4

P.57〜58

P.51〜56

P.61〜62

P.53〜54
P.64

P.59〜60

P.68

P.65〜68

掲載ぺージ

目標を達成することができました。

目標達成が70%以上です。

目標達成が70%未満です。

※ 2004年度より、燃料・CO2の2008年度中期目標および過年度実績の原単位算出方法を以下のとおりに変更しています。
①燃料:A重油換算から原油換算に変更　②CO2:燃料・発酵・工程・排水由来から、燃料・電力由来に変更
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